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理学療法 50年のあゆみと展望―新たなる可能性への挑戦―学術大会からみたあゆみと展望
2 学術活動と職能活動

第13回日本理学療法士学会学会長 中屋 久長

日本理学療法士協会の学術・職能活動について，過去の学術大
会テーマと社会背景，職能活動との関係考察。
特に担当した第 13 回大会（高知）と高知県における理学療法士
会の位置づけとあゆみ，ならびに教育養成校との関係，同じく四国
理学療法士学会および高知県理学療法士学会のテーマと変遷。そ

れらを通じて養成教育機関増に伴い増加の一途を辿る理学療法士
（会員），および業務拡大と多様化，組織の肥大化，中央化における
学術と職能，教育組織の役割・連携など今後のあり様，あり方を探
る。

理学療法 50年のあゆみと展望―新たなる可能性への挑戦―学術大会からみたあゆみと展望
3 四半世紀のあゆみと展望

第25回日本理学療法士学会学会長 福田 修

昭和 40 年 6 月 29 日「理学療法士・作業療法士法」が交付され，
日本理学療法士協会が 7月 17 日に創立された。北海道では第 1
回・第 2回・第 3回理学療法士国家試験合格者 29 人で昭和 44 年
2 月 1 日に設立総会を開催して，北海道理学療法士会が誕生した。
この頃は「理学療法士」と言っても社会一般から認知してもらえな
かった。
昭和 52 年に第 12 回日本理学療法学会が「地域医療と理学療法」

をテーマに札幌で開催され理学療法士が地域で活躍するように
なった。このとき士会員は 90 人で全員参加した。
昭和 56 年北海道大学・58 年に札幌医科大学が開校になり，若

い学生が輩出されるようになった。
平成 2年第 25 回学会「四半世紀のあゆみ―新たなる展開」を
テーマに札幌で開催された。四半世紀で特筆は昭和 47 年の札幌冬
季オリンピック大会に医療班に理学療法士として参加したことは
初めてです。次いでWHOの ICIDHと厚生省（当時）の「寝たき
りゼロ作戦」に理学療法士が活躍していることです。25 回学会で
の特色はアメリカ PT協会のマシューズ会長を招聘出来たことで
ある。以後の学会等で外国の要人を招聘する気運が高まり若い人
達の刺激になった。


